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読者の皆さまの気になる橋をご紹介ください。ご当

地自慢の橋、その橋にまつわるエピソード、橋の疑

問などなど、橋にまつわる事なら大歓迎です。

宛　先

Bridges bring our brighter future.

橋がつなぐ
みんなの未来
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パワースポット？  松江大橋
人柱が支え続けたという話

磐
越
西
線
喜
多
方
・
山
都
間
の

阿
賀
野
川
水
系
一
ノ
戸
川
に
架

か
る
16
支
間
、
全
長
4
4
5
ｍ
、

高
さ
24
ｍ
の
鉄
橋
。
愛
称
「
山

都
の
鉄
橋
」
。
1
9
0
8
（
明

治
41
）
年
に
架
橋
さ
れ
ま
し
た
。

（
橋
年
齢
102
歳
）

全
長
1
0
6
4
m
、高
さ
45
m
、直
径
80
m
の
二
重
ル
ー
プ
橋
で
、

正
式
名
は
七
滝
高
架
橋
（
な
な
だ
る
こ
う
か
き
ょ
う
）
。
6
基
の
橋

脚
に
よ
り
ル
ー
プ
橋
（
上
部
工
）
を
支
え
て
い
ま
す
。
ル
ー
プ
橋
部

分
は
3
径
間
連
続
曲
線
箱
桁
4
連
で
構
成
。（
橋
年
齢
32
歳
）

現

在

の
「

松

江

大

橋

」
は

、

1
9
3
7
（
昭
和
12
）
年
に
架
け
ら

れ
た
17
代
目
で
、
全
長
1
3
4
m

の
ゲ
ル
バ
ー
式
鋼
鈑
桁
橋
の
構
造

を
持
っ
て
い
ま
す
。
下
部
の
基
礎
工

事
に
は
、
日
本
で
は
始
め
て
潜
函

工
法
が
採
用
さ
れ
ま
し
た
。（
17
代

目
は
橋
年
齢
73
歳
）

一
ノ
戸
川
橋
梁

い
ち
の
と
が
わ
き
ょ
う
り
ょ
う

福
島
県
喜
多
方
市

道
の
駅
「
に
し
あ
い
ず
」
か
ら
約
20
km

河
津
七
滝
ル
ー
プ
橋

か
わ
ず
な
な
だ
る
る
ー
ぷ
き
ょ
う

静
岡
県
河
津
町

道
の
駅
「
天
城
越
え
」
か
ら
約
7
km

　
伊
豆
半
島
の
中
心
を
南

北
に
縦
断
す
る
国
道
414
号

線
。
古
く
か
ら
「
天
城
越

え
」
の
難
所
と
し
て
知
ら

れ
、
こ
の
橋
が
架
か
る
七

滝
・
大
滝
温
泉
付
近
も
国

道
が
山
に
沿
っ
た
つ
づ
ら

折
れ
で
、
土
砂
崩
れ
な
ど

の
交
通
災
害
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
そ
し
て
そ
の
懸
念
が
現

実
の
も
の
と
な
っ
た
の
が

1
9
7
8
（
昭
和
53
）
年

の
伊
豆
大
島
近
海
地
震
で

し
た
。
こ
の
地
震
で
山
腹

の
道
路
が
寸
断
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
土
砂
崩
れ
の

教
訓
を
生
か
し
、
今
後
の

安
全
な
通
行
を
確
保
す
る

と
と
も
に
、
大
き
な
高
低

差
が
あ
る
道
を
、
限
ら
れ

た
範
囲
で
つ
な
げ
る
と
い

う
特
長
を
持
っ
た
ル
ー
プ

橋
を
採
用
す
る
こ
と
に
決

定
、
1
9
8
1
（
昭
和
56
）

年
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
下
田
市
側
か
ら
は
反
時

計
回
り
の
上
り
坂
、
天
城

湯
ヶ
島
町
側
か
ら
は
そ
の

逆
で
、
安
全
の
た
め
速
度

は
30
km/h
に
制
限
さ
れ
て
い

ま
す
。
で
も
、
そ
の
分
ゆ

っ
く
り
と
遊
園
地
な
み
の

２
回
転
パ
ノ
ラ
マ
が
楽
し

め
る
と
い
う
わ
け
で
す
。

松
江
大
橋

ま
つ
え
お
お
は
し

島
根
県
松
江
市

道
の
駅
「
秋
鹿
な
ぎ
さ
公
園
」
か
ら
約
13
km

　
そ
の
レ
ト
ロ
な
外
観
か

ら
、
鉄
道
フ
ァ
ン
ば
か
り

で
な
く
全
国
的
に
も
人
気

の
高
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
る
上
路
式
ト
ラ

ス
橋
。
非
電
化
区
間
の
た

め
展
望
を
妨
げ
る
架
線
柱

の
な
い
絶
好
の
撮
影
場
所

と
し
て
、
S
L
「
ば
ん
え

つ
物
語
号
」
走
行
時
に
は

た
く
さ
ん
の
「
撮
り
鉄
」

が
詰
め
か
け
ま
す
。

　
川
の
せ
せ
ら
ぎ
を
バ
ッ

ク
に
走
る
列
車
走
行
音
は
、

「
う
つ
く
し
ま
の
音
30
景
」

に
選
定
さ
れ
、
ラ
イ
ト
ア

ッ
プ
さ
れ
る
期
間
も
あ
り

ま
す
。

　
橋
脚
の
花
崗
（
か
こ
う
）

岩
は
主
に
、
蕎
麦
の
里
と

し
て
も
知
ら
れ
る
旧
山
都

町
宮
内
地
区
か
ら
砕
石
さ

れ
ま
し
た
が
、
工
事
は
難

航
を
極
め
、
完
成
時
に
は

工
事
関
係
者
ば
か
り
で
な

く
地
元
民
も
感
激
の
涙
を

流
し
た
と
記
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
中
央
の
ト
ラ
ス
部
分
は

ア
メ
リ
カ
ン
・
ブ
リ
ッ
ジ

製
の
200
フ
ィ
ー
ト
（
62
・

408
m
）
の
標
準
ボ
ル
チ
モ

ア
ト
ラ
ス
で
、
明
治
か
ら

大
正
初
め
ご
ろ
ま
で
は
長

大
橋
と
し
て
盛
ん
に
使
わ

れ
ま
し
た
が
、
そ
の
後
の

架
け
替
え
な
ど
で
、
現
在

で
は
本
橋
を
含
め
秩
父
鉄

道
の
浦
山
川
橋
梁
・
安
谷

川
橋
梁
な
ど
４
橋
に
し
か

残
さ
れ
て
い
な
い
と
て
も

珍
し
い
形
式
で
す
。

　「…そこで村人たちは、荒れ狂う洪水

の霊を鎮めようと、人柱を立てることに

した。川の流れがもっとも激しくなる真

ん中の橋脚が立つ川底に、生きたまま人

を埋めたのである。それからというもの、

三百年もの間、その橋はびくりともしな

かったという。その人柱となったのは、

源助という男であった。…」（ラフカデ

ィオ・ハーン「新編・日本の面影」より）

　そして月のない日の真夜中、源助が埋

められたという柱のあたりに赤い火の玉

がちらつくというのです。源助は、「襠

（まち）のついていな

い袴をはいて橋を渡っ

た最初の男を橋の下に

埋める」というお上の

決まりで人柱にされた

のです。後

にその橋脚

は「源助柱」

と呼ばれるようになりました。そして、

この橋が次に架け替える話が立ちおこっ

たときには、橋を渡る人が激減したとい

う話も記されています。

　この源助柱の伝説は現代にまで続きます。

第15代大橋の完成の前年、1890（明治23）

年に強度試験で石を載せたところ、源助

柱付近の中央の鉄柱が約1ｍも沈んで欄

干が崩れかかりました。現在架かってい

る大橋も完成前年の1936（昭和11）年に、

橋脚下にいた深田清技師に鋼鉄製の容器

が落下して死亡しました。この悲劇を「痛

ましい昭和の源助柱」と、当時の新聞が

報じています。

旅人　橋之助

この話を信じますか？

橋のコラム

あなたの「気になる橋」を
お寄せください。

1

新シリーズ

地域と地域、人と人をつなぐ橋には、さまざまな歴史やドラマがあります。

地域と人の集う拠点、道の駅にも近い日本の橋を紹介しましょう。
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水
の
都
と
し
て
知
ら
れ

る
城
下
町
・
松
江
。
市
を

南
北
に
分
け
る
大
橋
川
に

は
４
本
の
橋
が
架
か
っ
て

い
ま
す
が
、
も
っ
と
も
深

い
歴
史
や
物
語
を
持
ち
、

文
学
作
品
に
も
し
ば
し
ば

描
か
れ
た
の
が
こ
の
松
江

大
橋
で
す
。

　
ラ
フ
カ
デ
ィ
オ
・
ハ
ー

ン
（
小
泉
八
雲
）
の
松
江

滞
在
は
1
年
２
ヵ
月
だ
っ

た
そ
う
で
す
が
、
こ
の
町

を
限
り
な
く
愛
し
、
美
し

い
町
並
み
や
温
か
い
人
情

を
活
写
し
、
随
筆
「
神
々

の
国
の
首
都
」
は
、
松
江

の
名
を
国
際
的
に
広
め
ま

し
た
。
中
で
も
、
「
下
駄

の
か
し
ま
し
い
音
が
、
橋

の
上
で
段
々
大
き
く
な
っ

て
ゆ
く
。
そ
の
大
橋
川
の

下
駄
の
音
は
、
一
度
聞
い

た
ら
忘
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
大
舞
踏
会
の
よ
う

で
、
テ
ン
ポ
の
速
い
陽
気

な
音
楽
に
聞
こ
え
る
」
と

こ
の
橋
上
を
歩
く
人
々
を

つ
づ
っ
た
一
文
は
有
名
で

す
。

　
初
代
の
橋
は
、
江
戸
時

代
初
期
の
1
6
0
8
（
慶

長
13
）
年
、
松
江
藩
初
代

藩
主
、
堀
尾
吉
晴
公
が
、

松
江
城
を
築
く
大
量
の
資

材
を
馬
や
荷
車
で
運
び
込

む
た
め
に
大
橋
を
造
っ
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
欄

干
は
御
影
石
で
で
き
て
い

て
、
唐
金
の
擬
宝
珠
（
ぎ

ぼ
し
）
が
飾
り
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
も
っ
と
も
、
松
江
大
橋

の
名
が
定
着
し
た
の
は

1
8
9
1
（
明
治
７
）年

の
14
代
目
か
ら
で
、そ
れ

ま
で
は
「
白
潟
橋
」
「
カ

ラ
カ
ラ
大
橋
」
「
元
明
大

橋
」
「
吉
祥
大
橋
」
な
ど

と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。

　
橋
中
央
の
両
サ
イ
ド
に

は
川
に
せ
り
出
し
た
展
望

台
が
あ
り
、
宍
道
湖
や
大

橋
川
両
岸
の
町
並
み
、
行

き
交
う
船
な
ど
を
眺
め
、

水
都
情
緒
を
堪
能
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

 
地
元
の
人
た
ち
も
こ
の

景
観
を
大
切
に
し
て
お
り
、

架
け
替
え
の
話
も
出
て
い

ま
す
が
、
水
の
都
・
松
江

と
松
江
大
橋
の
伝
統
や
文

化
を
守
ろ
う
と
い
う
市
民

運
動
も
活
発
で
す
。


